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注　意　事　項

1. 試験開始の合図までこの冊子を開かないこと。

2. 問題冊子は 14 ページ，解答用紙は 4ページである。

3. 各解答用紙の上の枠内に受験番号を記入し，下の枠内には受験番号の下 2桁
の数字を忘れずに記入すること。

4. 解答はすべて解答用紙の枠内に明瞭に記入すること。裏面は採点の対象とし
ない。

5. 問題冊子および解答用紙は切りはなさないこと。

6. 解答用紙に記入する受験番号の数字の字体は，下記の例にならい，明瞭に記
入すること。
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試験問題は，つぎのページより始まります。
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1 　（60 点）

a，bを正の実数とする。

(1) 区間 a < xにおける関数 f(x) = x4

(x− a)3
の増減を調べよ。

(2) 区間 a < xにおける関数 g(x) = 1
(x− a)2

− b
x3 のグラフと相異なる 3点で

交わる x軸に平行な直線が存在するための必要十分条件を求めよ。
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（下　書　き　用　紙）
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2 　（60 点）

次の問いに答えよ。

(1) f(x)，g(x)を連続な偶関数，mを正の整数とするとき，∫ mπ

0

f(sin x)g(cos x) dx = m

∫ π

0

f(sin x)g(cos x) dx

を証明せよ。

(2) 正の整数m，nがmπ ≦ n < (m+ 1)πを満たしているとき，

m
(m+ 1)π

∫ π

0

sin x
(1 + cos2 x)2

dx ≦
∫ 1

0

sinnx

(1 + cos2 nx)2
dx

≦ m+ 1
mπ

∫ π

0

sin x
(1 + cos2 x)2

dx

を証明せよ。

(3) 極限値
lim
n→∞

∫ 1

0

sinnx

(1 + cos2 nx)2
dx

を求めよ。
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（下　書　き　用　紙）
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3 　（60 点）

3枚のコイン P，Q，Rがある。P，Q，Rの表の出る確率をそれぞれ p，q，rと
する。このとき次の操作を n回繰り返す。まず，Pを投げて表が出ればQを，裏
が出れば Rを選ぶ。次にその選んだコインを投げて，表が出れば赤玉を，裏が出
れば白玉をつぼの中にいれる。

(1) n回ともコイン Qを選び，つぼの中には k 個の赤玉が入っている確率を求
めよ。

(2) つぼの中が赤玉だけとなる確率を求めよ。

(3) n = 2004，p = 1
2
，q = 1

2
，r = 1

5
のとき，つぼの中に何個の赤玉が入って

いることがもっとも起こりやすいかを求めよ。
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（下　書　き　用　紙）
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4 　（70 点）

0 < r < 1とする。空間において，点 (0, 0, 0)を中心とする半径 r の球と点
(1, 0, 0)を中心とする半径

√
1− r2 の球との共通部分の体積を V (r)とする。次

の問いに答えよ。

(1) V (r)を求めよ。

(2) rが 0 < r < 1の範囲を動くとき，V (r)を最大にする rの値および V (r)の
最大値を求めよ。
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（下　書　き　用　紙）
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